
少
年
の
日
、
怪
盗
ア
ル
セ
ー

ヌ
・
ル
パ
ン
の
活
躍
に
心
躍
ら

せ
た
読
者
諸
賢
も
多
い
に
ち
が

い
な
い
。
大
正
７
年
、
モ
ー
リ

ス
・
ル
ブ
ラ
ン
作
「
奇
巌
城
・

怪
紳
士
」
が
「
ア
ル
セ
ー
ヌ
・

ル
パ
ン
叢
書
第
１
編
」
と
し
て

金
剛
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
や
爆

発
的
な
人
気
を
呼
び
、
早
速
シ

リ
ー
ズ
化
、
ル
パ
ン
全
集
全
12

巻
別
巻
２
を
出
す
ま
で
に
な
っ

た
。
こ
の
ル
パ
ン
シ
リ
ー
ズ
の

口
火
を
切
っ
た
傑
作
長
編
「
奇

巌
城
」（
原
題
は
「
虚
ろ
の
針
」

の
意
）
の
訳
題
を
考
案
し
、
翻

訳
し
た
の
が
保
篠
龍
緒
で
あ
る
。

こ
の
表
題
も
現
在
の
翻
訳
者

た
ち
も
採
用
す
る
名
タ
イ
ト
ル

と
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
フ
ラ

ン
ス
語
の"Lupin"

を
「
ル
パ
ン
」

と
す
る
表
記
（"Lu"

の
発
音
は

「
ル
」
よ
り
「
リ
ュ
」
に
近
い
）

は
保
篠

が
考
案

者
で
あ

る
と
も

言
わ
れ
る
。
保
篠
訳
は
、
必
ず

し
も
原
文
に
忠
実
で
は
な
い
、

厳
密
な
全
訳
で
は
な
い
と
の
指

摘
も
あ
る
が
、
格
調
高
い
名
調

子
保
篠
流
で
知
ら
れ
、
長
く

「
ル
パ
ン
と
い
え
ば
保
篠
訳
」
と

い
う
時
代
が
続
い
た
。

こ
の
保
篠
龍
緒
こ
と
星
野
辰

男
、
実
は
飯
田
高
校
同
窓
会
名

簿
（
明
治
43
年
３
月
卒
）
に
北

原
寛
（
寛
サ
、
後
に
飯
田
高
校

の
名
物
教
師
と
な
る
）
ら
に
混

じ
っ
て
そ
の
名
前
が
あ
る
。

東
京
外
国
語
学
校
仏
語
科
卒

業
後
、
文
部
省
勤
務
。
大
正
７

年
、
神
田
の
書
店
で
、
ル
ブ
ラ

ン
作
「
怪
盗
紳
士
ル
パ
ン
」
の

原
書
（
フ
ラ
ン
ス
語
）
を
見
か

け
、
ユ
ニ
ー
ク
な
題
名
に
ひ
か

れ
て
購
入
、
読
ん
で
み
た
ら
星

野
自
身
が
内
容
の
面
白
さ
に
引

き
込
ま
れ
翻
訳
を
し
た
と
い
う
。

役
人
と
し
て
の
立
場
上
、
本
名

で
翻
訳
活
動
に
あ
た
る
こ
と
を

憚
り
、
本
名
の
漢
字
を
入
れ
替

え
て
筆
名
と
し
た
。
保
篠
が
翻

訳
家
と
し
て
活
躍
し
始
め
た
当

時
は
、
著
作
権
の
概
念
は
ま
だ

一
般
的
で
な
か
っ
た
が
、
保
篠

は
ル
ブ
ラ
ン
に
翻
訳
権
料
を
支

払
い
、
正
式
に
権
利
を
取
得
し

た
う
え
で
翻
訳
を
行
な
っ
た
。

ル
ブ
ラ
ン
か
ら
原
稿
を
そ
の
ま

ま
入
手
し
て
翻
訳
に
あ
た
る
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
大
正
９

年
に
、
青
少
年
向
け
の
読
物
雑

誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
、
江
戸
川

乱
歩
・
横
溝
正
史
ら
を
輩
出
、

戦
前
の
推
理
小
説
ブ
ー
ム
の
火

付
け
役
と
な
っ
た
雑
誌
『
新
青

年
』（
博
文
館
）
の
創
刊
号
に

「
白
骨
の
謎
」（
フ
リ
ー
マ
ン
の

「
オ
シ
リ
ス
の
眼
」）
を
翻
訳
、

掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
星
野
辰
男
の
父
は
、
星

野
三
郎
と
い
い
、
正
木
敬
二

（「
伊
那
」
５
７
３
号
）
に
よ
れ

ば
、
維
新
後
、
自
由
民
権
運
動

の
活
動
家
と
し
て
諏
訪
新
聞
主

筆
を
つ
と
め
て
い
た
が
、
明
治

15
年
「
深
山
自
由
新
聞
」
社
主

森
多
平
を
頼
っ
て
来
飯
、
社
員

と
な
っ
た
元
金
沢
藩
士
で
あ
る
。

度
重
な
る
発
行
禁
止
で
深
山

自
由
新
聞
が
廃
刊
し
た
後
も
、

星
野
は
江
戸
町
で
活
版
所
を
開

業
し
、
明
治
29
年
９
月
発
刊
さ

れ
た
『
松
の
お
ち
葉
』（
北
原
痴

山
編
・
松
尾
多
勢
子
追
悼
集
）

巻
末
に
漢
文
の
「
松
尾
多
勢
子

伝
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
さ
ら

に
明
治
35
年
、
大
日
本
実
行
会

下
伊
那
支
部
が
設
立
さ
れ
る
や

痴
山
と
と
も
に
支
部
幹
事
に
就

任
す
る
な
ど
、
明

治
末
か
ら
大
正
期

に
か
け
て
峡
谷
の

思
想
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
与
え
た

人
物
で
あ
っ
た
。

捨
て
な
い
で
!!

の
活
動
に
草
創
期

の
推
理
小
説
が
よ
く
寄
贈
さ
れ

る
の
で
首
を
傾
げ
て
い
た
が
、

意
外
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
繋
が

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

保
篠
龍
緒
の
本
は
現
在
南
信

州
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
検

索
し
て
も
残
念
な
が
ら
ど
こ
の

図
書
館
の
蔵
書
に
も
な
い
。

資
料
渉
猟
余
話
そ
の
16

「
ル
パ
ン
」
表
記
の
生
み
の
親
は
飯
田
出
身
!?

嶋
　
不
濁


